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学位論文内容の要約 

博士の専攻分野の名称 博士（教育学）   氏名 石原 暢 

学位論文名「テニスレッスンが子どもの高次認知機能に与える効果」 

 

 

緒言 

 先進諸国では高度な経済成長に伴い利便性の高い生活を得たことと引き換えに，身

体的不活動の広がりが深刻な問題となっている．青年期や中高齢期における低体力は

健康・死亡リスクを増大させ (Blair, Cheng, & Holder, 2001)，子ども時代の身体活動は

生涯にわたる身体活動を予測し，間接的に死亡リスクと関連することが示唆されてい

る (Hallal, Victora, Azevedo, & Wells, 2006)．また，青年期における高体力が生涯に渡る

全死因による死亡率の低下と関連することが報告されている (Sato, Kodama, 

Sugawara, Saito, & Sone, 2009)．これらの研究結果は，生涯を通して健康な生活を送る

ためには，幼少期からの運動の習慣化が重要であることを示している．このような背

景から，健康スポーツ科学分野および健康教育学分野において，人間の健康で豊かな

生活を支えるための基盤となる研究知見の蓄積が望まれている． 

子どもにおける身体活動に伴う体力の向上や適正体重の維持は，身体的健康リスク

の軽減のみならず良好な学業成績と関連することが示されている (Kantomaa et al., 

2013; Torrijos-Niño et al., 2014)．我が国の子どもにおいても体力・運動能力が高い者ほ

ど学業成績も高いという関連が示されている (Morita et al., 2016)．  

 運動・体力および適正体重の維持と学業成績の関連の背景にあるメカニズムの 1 つ

として，運動に伴う遂行機能 (Executive Function) の向上が挙げられる (Hillman et al., 

2014; Kamijo et al., 2011; Kamijo, Takeda, Takai, & Haramura, 2015)．遂行機能は，問題解

決，論理的思考，計画など目標志向的な制御を要する高次認知機能を支える機能であ

る (Diamond, 2013)．現在のところ，遂行機能は以下の 3 つの下位要素から構成され

るとされている (Miyake et al., 2000)．1) 抑制機能：当該の状況で優勢な行動を意図的



 
 

に抑止し，自分の注意，行為，思考，および感情を制御する機能，2) ワーキングメ

モリー：情報を短期的に保持・更新し，その情報を適切に使用する機能，3) 認知の

柔軟性：新しい規則や優先事項に順応し，物事を新しい視点で捉えたり注意を向ける

対象を切り替える能力．これらの 3 つの機能が協働して論理的な思考，問題解決や計

画的な行動を実現していると考えられている (Diamond, 2013)．  

学童期における遂行機能は良好な学習態度ひいては学業成績に重要な役割を果

たすことが報告されている (Blair & Diamond, 2008)．また，遂行機能は学業成績の

みならず，肥満リスクに関わる行動の制御 (食行動や身体活動; (Riggs, Chou, 

Spruijt-Metz, & Pentz, 2010)，スポーツ競技パフォーマンス (Vestberg, Reinebo, 

Maurex, Ingvar, & Petrovic, 2017)，仕事や恋愛の成功 (Bailey, 2007; Eakin et al., 2004; 

Pronk, Karremans, & Wigboldus, 2011) といった生活の様々な側面において重要な役

割を果たすことが報告されている (Diamond, 2013, 2016, for reviews)．さらに，子ど

も時代に高い遂行機能を保持することは成人後の良好な健康状態，社会経済状況，

犯罪の可能性の低下を予測することが報告されている (Moffitt et al., 2011)．これら

の知見は，子どもにおいて運動を通して遂行機能を向上させることは，生涯に渡り

良好な生活習慣を構築し，健康的かつ豊かな生活を営むための 1 つの手段となり得

ることを示している． 

運動が子どもの遂行機能に与える効果を無作為比較試験により明らかにした研

究において，9 か月間の運動介入 (週 5 日，1 回 2 時間) によって子どもの遂行機能

の 3 つの下位要素全て (抑制機能，ワーキングメモリー，認知の柔軟性) が向上し

たことが示されている (Hillman et al., 2014; Kamijo et al., 2011)．しかし，これらの

研究は習慣的運動による有酸素能の向上が遂行機能を改善させることを示してい

るだけである．つまり，どのような運動が子どもの遂行機能の発達促進に効果が高

いのかは不明であり，効果的な運動プログラムに関するコンセンサスの構築には至

っていない． 

 以上の背景を踏まえて，本研究は子どもの遂行機能の発達を支援する効果的な運動



プログラムの提案に資する知見を得ることを目的とした．この目的を達成するため，

テニスを 1 つの例として取り上げ，運動の種類，実施頻度，運動に対する感情的側面

に焦点を当てた 5 つの研究課題を設定し，実験を行った． 

 

研究課題 1「一過性のテニスレッスンが子どもの遂行機能に与える効果」 

 一過性の運動が子どもの遂行機能に与える効果に関する研究は数多く行われてお

り，運動後に一時的に遂行機能が高まることが報告されている (Ludyga, Gerber, Brand, 

Holsboer-Trachsler, & Pühse, 2016; Soga, Kamijo, & Masaki, 2016; Verburgh, Königs, 

Scherder, & Oosterlaan, 2014)．一過性の運動が子どもの遂行機能に与える効果を運動の

種類に焦点を当てた研究は限られており，統一された見解が得られていない．研究課

題 1 においては 50 分間のゲーム中心のテニスレッスンと技術練習中心のテニスレッ

スンが子どもの遂行機能に与える効果を検討し，どちらのレッスンも遂行機能を向上

させるが，技術練習中心のレッスンと比較してゲーム中心のレッスンはその効果が高

いことが示された．学校教育現場においてテニスのようなスポーツを実施する際に，

ゲーム中心のプログラムを実施することで子どもの遂行機能を向上させ，その後の学

習効果を高めることが可能であるかもしれない． 

 

研究課題 2「子どもの体力・運動能力，テニスレッスン歴と遂行機能の関連」 

 過去の横断的研究において，身体活動量，体力・運動能力，スポーツ経験は子ども

の遂行機能とポジティブな関連を示すことが明らかとなっているが (Alesi et al., 

2014; Booth et al., 2013; Scudder et al., 2016)，それぞれの個別的な関連は検討されてい

ない．研究課題 2 においては，身体活動量，体力・運動能力，テニスレッスン歴と子

どもの遂行機能の関連を包括的に検討し，テニスレッスン歴が身体活動量，体力・運

動能力と独立して認知の柔軟性と関連することが示された．以上の結果から，テニス

のようなスポーツは子どもの遂行機能の向上に効果的な運動であることが示された． 

 



 
 

研究課題 3「テニスレッスン内容と子どもの遂行機能の関連」 

 研究課題 3 では，テニスのどのような側面が子どもの遂行機能と関連するかを横断

的に検討した．その結果，普段受講するテニスレッスンの内，ゲームと協調運動の実

施時間が長い子どもほどそれぞれ抑制機能とワーキングメモリーが優れていること

が示された．グループゲーム，協調運動が子どもの遂行機能の向上に寄与することを

示した縦断的研究 (Koutsandréou, Wegner, Niemann, & Budde, 2016; Schmidt, Jäger, 

Egger, Roebers, & Conzelmann, 2015) と併せて考えると，ゲーム性および協調運動に主

眼を置いた運動プログラムは子どもの遂行機能の発達を支援すると考えられる． 

 

研究課題 4「テニスレッスン実施頻度と子どもの遂行機能の関連」 

 運動頻度と子どもの遂行機能に関しては統一された見解が得られていない (Ardoy 

et al., 2014; Davis et al., 2011)．研究課題 4 ではテニス実施頻度と遂行機能の関連を横

断的に検討し，平均週 5 回テニスレッスンに通う子どもは週 1 回の子どもと比較し，

抑制機能とワーキングメモリーが優れていることが示された． 

 

研究課題 5「テニスレッスン実施頻度および感情的側面と子どもの遂行機能の関連」 

 研究課題 5 では研究課題 4 の結果を受けて，テニスレッスン実施頻度と遂行機能の

関連を縦断的に検討した．その結果，テニス実施頻度が増加した群は維持した群と比

較して 12 か月後にワーキングメモリーが大きく向上する結果が示され，研究課題 4

と一致した見解が得られた．さらに，研究課題 5 では運動に対する感情的要因 (モチ

ベーションと運動有能感) と遂行機能の発達の関連も検討した．その結果，12 か月間

の感情的要因の変化と遂行機能の変化にポジティブな関連が示された． 

  

 

 

 



本研究のまとめ 

 本研究により明らかとなった点を以下にまとめる． 

1． 一過性のテニスレッスンは子どもの遂行機能を向上させ，その効果は遂行機能の

要求度の低い技術練習中心のプログラムと比較して，遂行機能の要求度の高いゲ

ーム中心のプログラムで大きい． 

2． テニスレッスン歴は，体力・運動能力および中高強度身体活動量と独立して子ど

もの遂行機能とポジティブな関連を持つ． 

3． 遂行機能の要求度の高いと考えられるテニスレッスンプログラム (e.g., ゲーム，

協調運動) は子どもの遂行機能とポジティブな関連を持つ． 

4． テニスレッスンに通う子どもにおいて，レッスン実施頻度を増加させることで，

遂行機能の発達が促進される． 

5． 運動に対する感情的要因 (運動有能感，モチベーション) の変化は遂行機能の変

化と関連する． 

 

 以上の知見から子どもの遂行機能の促進に効果的な運動プログラム構築に向けて

以下を提案する．テニスのようにオープンスキルが要求されるスポーツは遂行機能の

促進に効果的であり，さらにゲームや協調運動を多く取り入れたプログラムはその効

果が大きい．また，運動に対するポジティブな感情を育む運動プログラム，例えば，

難易度を個人に合わせた運動プログラムは効果が高い可能性がある．既にスポーツに

取り組んでいる子どもでも，頻度を増加させることで遂行機能の向上が見込めるかも

しれない．  

 

 

 

 

 



 
 

本研究の結論 

 本研究の結果から，テニスのような遂行機能が要求されるスポーツは子どもの遂行

機能の発達を支援すること，さらにはゲーム性が高く，協調運動を伴う運動・スポー

ツプログラムはその効果が大きいことが示された．週に 1 回スポーツに取り組む子ど

もにおいても，スポーツ実施頻度を週 4 日程度まで増加させることでさらに遂行機能

が向上することが明らかとなった．運動に対するポジティブな感情的要因 (運動有能

感，モチベーション) は子どもの遂行機能の発達と関連し，運動に対する肯定的感情

の発達に焦点をあてた研究の必要性が示唆された．今後は，より質の高い研究デザイ

ンを用いて本研究で得られた知見を発展させ，さらには運動に伴う遂行機能の促進が

子どもの生活にとってどのような意味を持つかという点に視野を拡大して研究を進

め，生涯にわたる健康の維持・増進に資する知見の提供を目指す． 
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